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Geographic information－Schema for coverage geometry and functions 

 
序文 

この規格は，2005 年に第 1 版として発行された ISO 19123 を基に，技術的内容及び構成を変更すること

なく作成した日本工業規格である。この規格は，ISO/TC 211 が関与する種々の地理情報規格を基とした日

本工業規格（以下，地理情報規格シリーズという。）の一つである。 

地理情報規格シリーズは，地球上の位置と直接的又は間接的に関連付けられたオブジェクト又は現象に

関する情報処理技術のための規格であり，河川，道路などに関する様々なデータを電子化し，各種情報処

理の高度化及び効率化に適用される。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

地理的事象は，離散及び連続の二つの大まかな種類に分けられる。離散事象は，比較的明確に定義され

た境界又は空間的な広がりをもつ認識可能な対象である。離散事象の例としては，建物，河川，測量三角

点などがある。連続事象は，空間上で変化し，特定できる広がりをもたない。連続事象の例としては，気

温，地質，標高などがある。連続事象の値又は記述は，空間（及び場合によっては時間）における特定の

位置においてだけ意味をもつ。例えば，温度は，測定されたものであっても，他の場所から内挿されたも

のであっても，定義された場所でだけ特定の値を取る。 

これらの概念は，相互に排除し合うものではない。事実，地形に含まれる多くの要素は，離散事象とも

連続事象ともみなすことができる。例えば，河川は離散実体だが，流速及び水質の指標は，場所によって

変化する。同様に，高速道路は地物としても事故又は交通流量を測定する観測の集まりとしても考えるこ

とができ，農地は空間オブジェクトとしても期間内に得られた収穫量の測定値の集合としてもみなすこと

ができる。 

歴史的に，地理情報は，ベクトルデータ及びラスタデータと呼ばれる二つの基本的な種類で扱われてき

た。 

“ベクトルデータ”は，離散事象に対応し，個々のデータは，地物として表現される。実世界における

離散事象の空間特性は，一つ以上の幾何プリミティブ（点，曲線，曲面及び立体）によって表現される。

離散事象のその他の特性は，地物属性として記録される。通常，一つの地物は，一組の属性値と関連付け

られる。JIS X 7107 は，幾何プリミティブ及び位相プリミティブによって地物を記述するためのスキーマ

を規定している。 

一方，“ラスタデータ”は，空間上で連続的に変化するような実世界の事象に対応する。このデータは，

それぞれが規則的に並んだ点又はセルの一つの要素と関連付けられた値の集合からなる。ラスタデータは，

通常，点の間又はセル内の空間位置に対して値を内挿するための方法と関連付けられている。このデータ

構造は，空間に対して連続的に変化する事物の表現に使用可能な唯一のものではないため，この規格では，

空間位置に直接値を割り当てるようなデータ表現に対して，Open Geospatial Consortium の Abstract 


